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弘前大学哲学会と私

斎 藤 俊 哉

私が弘前大学哲学会と関わりを持ったのは､昭和29年のことであるO昔時は､学友会の

哲学研究会と称していたが､前任の今井さんから会を引き継ぎ､穐本君と幹事として学友

会に出席した｡そこで､何か金になることはないかと､二人で ｢この会は研究会で､その

成果を印刷して公にしたい｣と大見得をきったところ､はからずも3000円の予算が認めら

れた｡しかし､その予算はコンパで直ちに消えうせてしまったO

学年末になると､印刷物と領収書を提出せよとのこと､二人で無い頭を絞り､原稿は忙

しい先生方に無理を云ってお願いして書いていただき､我々も駄文を書き､ガリ版を穐本

君のご親戚の小学校の先生に無理にお願いして中味は一応出来た｡この雑誌のようなもの

にも題を付けようということになった｡嘗時は東大からは ｢哲学雑誌｣､他の大学からも

それぞれ哲学の研究誌が発行されていたので､それにあやかって ｢哲学会誌｣と名付け､

表紙を印刷し製本してようやく期限に間に合わせて､面目を保った｡さらに､図々しく

｢今泉本店｣に頼み込んで店頭に数週間並べていただいたが､一冊も売れなかった｡この

ようなわけで､世間は甘くないことと大きな事は言うものではないと､改めて思い知らさ

れる結果となった｡

卒業して数年後､斎藤武雄先生から､｢君たちの作った ｢哲学会誌｣と ｢弘前大学哲学

会｣の名称は非常によいので､それを引き継いで ｢弘前大学哲学会｣を発足させるので､

君も発起人と理事をやりなさい｣とのお便りを頂き､悪いことをやった手前お引き受けし

て今日に至った｡

その間､｢弘前大学哲学会｣に出席したかったが､高校の教員をやっていると､研究費

はない､旅費がないで､ずっと欠席したままであった｡

しかし数年後に､またも斎藤先生から ｢君も少しは研究をやったろうから､今度弘前大

学を会場にして東北 ･北海道の哲学の先生にお集まり頂いて ｢東北哲学会｣を開催するの

で､発表しなさい｣とのお便りを頂き､条件はハイデッガーの研究で発表しなさいとのこ

とで､本当に大変なことになってしまった｡お断るわりする訳にもいかず､｢ハイデッガー

の良心｣について発表したが､斎藤先生をはじめ､昔時の諸先生方の顔に泥を塗る結果に

なってしまったことは､今でも申し訳ない気持ちで一杯である｡今考えると､斎藤先生と

しては､この ｢東北哲学会｣を存続させたかったと思われるが､そのお気持ちが私達弟子

には通じなかったのではないかと思われる｡

それから何度か斎藤先生にお目に掛かる機会があり､いろいろと教えを請うことも多
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かった｡しかしその後､私の研究の中心は､道元の ｢正法眼軌 に移してしまったので､

ぉ会いするたびに残念そうなお顔をなさっていたのが､今でも忘れられない思いである｡

私は､弘前大学哲学会は数年にして解消するだろうと考えていた｡しかし､ここまで持

ちこたえてきたのは､斎藤先生の生前のリーダーシップと亡き後の諸先生 ･諸先輩の変わ

らぬご努力､中でも川口光勇先生のご尽力には並々ならぬものがあり､その力があったか

らこそ､ここまで続けられたものと感謝の念で一杯である｡

私は､弘前大学哲学会に導かれ､教えを受けた結果､現在の私があると考えている｡

本当に皆様ご苦労さまでした､と心から感謝を申し上げ学会-の最後の別れの言葉とし

ます｡

(昭和31年3月卒業)
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